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荒尾市教育委員会 

  



 

 

  



 

 

 
令和６年１月 定例教育委員会 議事録 

 

1．日  時 令和６年１月２６日（金）１３時３０分 

  

2．場  所 荒尾市役所４３号会議室 

  

3．出席委員 教育長 浦部 眞 

 委 員 渡邊 義専 

 委 員 谷本 ひとみ 

 委 員 落合 克哉 

4．欠席委員 委 員 深浦 淳美 

    

 

   

5．出席事務局職員 

 

 

 

学校教育課長

兼教育審議員 

大塚 真史 教育振興課長 満永 一 

生涯学習課長 原口 富美 課長補佐兼学

務係長 

畑山 鉄也 

 課長補佐兼学校給食

センター係長 

永吉 万寿美 指導主事 池田 祐樹 

 

 指導主事 村上 弦大 指導主事 米村 光生 

 教育政策係長 田中 彰   

 

     

          

 

5.傍聴者     １名 

 

 

   

 



 

 

 

教育長    ○開会宣言  令和 6年 1月 26 日（金）13 時 30 分 

              ○会議成立の確認（過半数出席） 

              ○議題、会議の日程等の承認 

              ○会議録署名委員の指名（渡邊委員） 

 

 

1．前回会議録の承認（署名：谷本委員） 

2. 議案及び審議結果 

 

【報告第 1号 教育長職務代理者の指名について（教育振興課）】 

○報告概要 

荒尾市教育委員会教育長の職務代理者に関する規則第 2条に基づく指名に関する報告。 

 

 

○事務局説明（教育振興課長） 

○質疑 

各委員 

 

特になし。 

 

 

 

【その他（1） 2 月行事予定について】 

○事務局説明 

○質問 

教育委員 

事務局 

 

 

市民マラソン大会について、現在何名くらいの申込があっているか。 

800 人程度である。コロナ禍以前は 1,500 名程度の参加があっていたと記憶

している。 

 

 

【その他（2） 次回定例教育委員会の日程について】 

○事務局提案 

教育審議員 

 

各委員 

教育長 

次回の令和 6年第 2回定例教育委員会は 2月 22 日（木）9時 00 分から開

催したいと思うがいかがか。 

異議なし。 

それでは、次回の令和 6年第 2回定例教育委員会は 2月 22 日（木）9時

00 分から開催する。 

 

【その他（3） その他】 

○教育委員会からの教育行政に関する質問等 



 

 

（PTA 活動について） 

教育委員 

 

 

教育委員 

 

事務局 

 

 

 

 

ある小学校区では、PTA を解散し保護者会を作るという話が出ているよう

だ。保護者会となると、会費の徴収や支出の在り方等、課題も多いと考え

られるため、必要に応じて関係者への適切な助言等をお願いしたい。 

保護者会ということは、教職員が参画しない保護者のみの会となるためデ

メリットも多いのではないか。 

今年度、八幡小学校の PTA が市の PTA 連合会から脱退されたことを契機

に、今後の PTA の在り方を検討されている校区があることは承知してい

る。解散等具体的な申し入れは現時点で把握していないが、状況を注視

し、市 PTA 連合会とも連携して対応に努めたい。 

 

 

（学校給食費について） 

教育委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

学校給食費について、今回、国の交付金を活用し、食材高騰分の費用を保

護者負担金に反映しないこととされたが、交付金が活用できなければ、保

護者負担金が値上げされるということか。また、来年度以降はどのような

見込か。 

今回、国の交付金で食材費高騰による値上げ相当分を賄う形となっている

が、委員お見込みのとおり、交付金の活用ができなければ保護者負担金の

値上げを行わなければならない状況も想定される。来年度以降の交付金の

状況は未定だが、出来るだけ保護者に負担を求めなくてよいような対応に

努めたい。 

 

 

（MLB 大谷翔平選手の寄贈グローブについて） 

教育委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

メジャーリーガーの大谷選手から寄贈されたグローブについて、一部報道

では市役所や学校に展示される等、子ども達のために使われていないと受

け取れる内容が流れていた。子ども達のために寄贈されたグローブであ

り、子ども達の利用を第一に考えるべきであると思うが、荒尾市での状況

はいかがか。 

本市にも大谷選手からの寄贈グローブが先週届いた。各校に 3個ずつ寄贈

いただいたグローブは、到着したその日のうちに学校長に手渡す形で全校

に配付を行ったところである。学校に対する寄贈品のため、図書等と同様

に教育委員会として使途を特定するものではないと考えているが、各校に

おいて子ども達のために適切に取扱われていると認識している。展示を行

ったとの報告も受けていない。 

 

 

 

教育長    ○閉会宣言 令和 6年 1月 26 日（金）  14 時 2 分 


